私 は ミン 平が 皮の ジャム パ— を 着て やって きた 時に 

は、 を かしくて 困った。 似合 はなす ぎる の だ。 ミン 平 

も、 いかにも 全身 これ 窮屈です、 とい ふ 様子で、 てれ 

きって ゐ るから、 尚 へんだ。 

「てれる から 変な の だよ。 気取って ごらん。 ねえ、 胸 

を そらして 威張る のよ」 

「や だな あ。 小学校の 時から 胸 を そらした 覚えがない 

ん だよ、 ォレ は」 

この ジャム パ— は 私が 昨日 散歩の 道で ふと 目に とめ 

ると、 むら むら その 気になって しまって、 散々 ねぎつ 

て (但し 時間 的に) 買って、 彼の 宿へ 届けて、 今度く 



ると き 着て いらっしゃい、 と 置 手紙 を 残して きたの だ- 

まったく ミン 平 は 何 を 着ても 似合 はない やう だ。 こ 

の 男の 取 柄と いふの は、 さう いふと ころに ある やう だ _ 

よく 見る と、 色男な の だ。 いつも ョレ ョレの ブル— 

スに、 大きな ボへ ミ アン ネクタイ を ブラつ かせて ゐる _ 

モジャ モジャ 頭に パイプ をく はへ たり 手に 持ったり、 

煙ので、 ゐる こと はめった にない。 見る からに、 みす 

ぼらし い 感じな の だが、 よく 見る と、 可愛らしい。 つ 

まり、 幼い 感じが 残って ゐる。 むしろ 幼 さが、 全部で 

あった。 

私 は アパッシュが 好きな の だ。 どことなく 惹 かれる 



私 は 彼等に 弱い 尻 は 握られて ゐ ない。 私 は 役者に 入り 

あげる 遊び をた のしんで ゐ たが、 彼等と 泊り 歩いた こ 

と は 一 度 もなかつ たの だから。 

「やってくれ。 セッ プン。 たのむ」 

ミン 平 は 執拗に つ y けた。 彼 は 酔って 目が すわって 

いた。 

「新婦 エレ ィゾ。 ほめて とらせる。 今日の 新郎 も 気に 

いった。 役者なん て、 人間 ぢゃ ないから。 キタ 助ゃサ 

ブ郎の イロに なって 満足なら、 わたし はお 前さん を大 

いに 軽蔑す るはづ だった」 

彼 は 私たちの 前へ 坐って、 私と 木 村に 酒 を さした。 



そして 

「行末、 なんとなく、 幸福で、 ありな され」 

と、 いひ 残して、 自分の 席へ ふらふら もどって 行つ 

た。 

* 

木 村が ミン 平 を 可愛がる やうに なった の は、 それ か 

ら だった。 ミン 平に は 気骨が あった。 彼 はだれ の 前で 

も幫間 じみる ことな どはミ ジン もなかった 代りに、 い 

さ、 か、 酒癖が悪かった。 きら ひな 人に は 面と 向って 



だ が キシむ やうな 気持 になった。 

木 村から、 かう いふ 興奮 を 受けた こと は 一 度 もなか 

つた。 私 はや ッぱり オメ ン クイな の だと 思った。 私 は 

結婚に 失敗した。 否、 ひねくれて ゐた。 ともかく、 な 

がめ てゐて 息苦しくな る やうな 男 の 胸に なぜと び - J ま 

なかった のか、 私 は 自分の 性格が 悲しくなる 時が あつ 

た。 そして 私 は ミン 平と 六 区の 雑沓 を 歩いて ゐる とき、 

我慢が でき なくなって、 ミン 平と 腕 を 組んだ。 ミン 平 

は 棒の やうに 堅くな つたが、 私の 方から ぐいぐい もた 

れか、 つて やる と、 彼 も だんだん 私の 方に もたれて き 

た。 私の 心臓の 音が ミン 平にき こえたら、 と 恥し さで 



私 は 帯 をと いた。 私 は 然し、 彼と にらみあって 帯 を 

とく 身の ひきしまる 感動に 苦悶の よろこび を 感じて ゐ 

た。 

「よし。 上の 着物 を 一 枚 ぬげ」 

「卑怯 ぢ やない の、 男らしく、 約束 を まもって よ」 

彼の 身体が づ かづ か 進んで きた。 恐し い 速度で、 大 

きな 男の 山の やうな 影が おしかぶ さる やう に 思った。 

私 はふる へた。 恐怖と 同時に、 め まひの やうな 全身 的 

な 酔 ひがあった。 私のから だ を 一文字に 小さな 叫びが 

走った が、 それ は 興奮の 叫びであった。 彼のから だは 

私に ぴったりく つついた。 何 か、 V 胸 を 押した。 そして 



r ぢゃ、 もう 死なない の」 

「どう だか、 分らん。 だが、 芝居気 は、 もうない。 ォ 

レの 死ぬ の は 自然なん だ。 もう 生きても ゐ たくな くな 

つた だけ だから」 

私 は 興奮の ために、 みるみる 冷めた く 堅くな つて、 

ふるへ た。 私 は 起き 上って 叫んだ。 

「私 を 殺して よ。 そして、 あなた も 死んで ちょうだい」 

彼 は 目 をと ぢて薄 笑 ひ をう かべた。 私 は むら むら 逆 

上した。 いきなり 飛び か、 つて 彼の ポケットから カミ 

ソリを つかみだして 刃 をぬ いた。 すると 彼 は 深い 目 を 

して、 沈んだ やうに、 私 を 見て ゐた。 こんな 表情 を、 



やうに 強くて 重い 力が こもり、 私 は それが 彼の 愛情の 

すべての あかしで ある やうな、 なつかし さに 激動した _ 

私 は 彼 を 仰向けに した。 彼 はま だ 苦悶して ゐた。 口 

を あけて、 息をして ゐた。 

「ミヅ …… 」 

私 は 見廻して 水をさが した。 彼の 最後の のどの 乾き 

を 医さずに ゐられ やう か。 私 は 然し 一 つの 閃く 考 への 

ために ピリ ピリした。 私 は 彼 を 見つめた。 苦しげ であ 

つたが、 どこか 安らかな 翳が あった。 私の 胸 はみ ちた 

りて ゐた。 私 は 私の クビを 切った。 私 はう つぶした。 

私の クビ のきり 口が 彼の 口に 当る やうに。 私の 血の 噴 
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